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2 枚の書類の左下隅には、孫文が 1914 年に
東京で組織した「中華革命党」の名が入って
います。 
































? この資料は孫文が亡くなった翌日の 3 月
13 日に、孫文長男の孫科から東京の山田家
へ宛てた孫文の訃報を知らせる電報です。 
? 孫文死去後、蔣介石が実権を握り 1928 年
南京国民政府を樹立しましたが、翌 1929 年
には山田純三郎に宛てて南京国民政府から
顧問招聘状が出されています。 
一方、1931 年には蔣介石の独裁化に反対
して広東国民政府が広東省に樹立されまし
た。この資料は山田純三郎に宛てて、広東国
民政府から出された外交顧問招聘状です。 
1930 年代半ば、山田純三郎は上海で日本
語専門学校を経営し敗戦を迎えます。これ
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は敗戦翌年の 1946 年に、国民政府陸軍が山
田純三郎に対して出した証明書ですが、孫
文の協力者であったという理由で、通行の
自由を認め日本人管理の適用外とする旨記
されています。 
孫文の協力者であった山田純三郎は、当
時の中国国民政府軍からも評価されていた
様子が分かります。 
 
このように、愛知大学には現在、孫文に深
く関わった青森県弘前出身の山田良政・純
三郎兄弟が残した史資料を多く所蔵してお
り、その一部を一般公開しています。 
本日は時間の都合上、詳しくお話しでき
ませんでしたが、もし興味関心を持たれま
したら、ぜひ愛知大学記念館へお越し頂け
ればと思います。 
ご清聴有難うございました。 
 
（※本稿は、????年 ??月 ??日に公益財団法人孫
中山記念会の主催により、神戸市の兵庫県公館にて開
催された孫文・宋慶齢紀念地聯席会議開催記念の特
別講演会「孫文・宋慶齢を支援した日本の人々」で報告
した内容である。） 
 
 
武井義和の報告風景 
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